
室
町
時
代
物
語

『
仏
鬼
軍
』
に

つ

い

て

1

新
出
本
の
紹
介
を
兼
ね
て
1本

井

牧

子

室町 時 代 物 語 『仏 鬼 軍』 につ いて(本 井)

仏
菩
薩
と
地
獄
の
冥
官
た
ち
の
合
戦
を
描
く

『
仏
鬼
軍
』
(;

は
、
い
わ
ゆ
る
擬
軍
記
物
に
分
類
さ
れ
る
室
町
時
代
物
語
で
あ
る
。

本
稿
は

『
仏
鬼
軍
』
諸
本
の
現
状
か
ら
、
本
作
品
享
受
の
様
相
を

確

認
し
、
あ
わ
せ
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
諸
本
に
共
通
す
る
欠
落

部
分
を
有
す
る
新
出
本
を
紹
介
し
て
、
作
品
の
全
体
像
把
握
に
供

す

る
も
の
で
あ
る
。

『
仏
鬼
軍
』
の
享
受

『
仏
鬼
軍
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず

三̂
、
諸
本
を
整
理
し
た
も
の
は
管
見
に
入

っ
て
い
な

い
の
で
、

煩
雑

で
は
あ
る
が
諸
本
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。
多
く
の
室
町
時
代
物
語
が
多
様
な
異
文

・
異
本
を
持
ち
、
複

雑
な
諸
本
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の

『
仏
鬼
軍
』

は
異
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
本
を
も
た
な
い
。
そ
れ
は

一
つ
の
本

が
忠
実
に
書
承
さ
れ

て
い

っ
た
と

い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

(
一
)
『
仏

鬼

軍

』

諸

本

現
在
知
ら
れ
て
い
る
諸
本
を

『
国
書
総
目

録
』
に
よ

っ
て
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る

(以
下
〈

〉
内
の
略
称
を
用
い
る
)。

〈
写

本

v
三
)

・
十

念

寺

蔵

絵

巻

、

】
軸

、
〔
重

文

〕

(
十

念

寺

本

v

・
神

宮

文

庫

蔵

模

写

絵

巻

、

一
軸

、
享

保

十

四
年

(
一
七

二
九

)

写
く
神
宮
文
庫
本
v

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
『
片
玉
集
』
巻
五

十
所
収
、
享
和
元
年

(
一
八
〇

【
)
写
〈
片
玉
集
本
〉

・
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究

室
蔵
模
写
絵
巻
、

一

軸
く京
大
美
学
本
v

・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
模
写
絵
巻
、

一
軸
〈
東
博
本
〉
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・
森

川

勘

一
郎

氏

蔵

、
伝

仏

鬼

軍

絵

巻

断

簡

、

一
幅

、
〔
重

美

〕

〈
森

川
本

v

〈
刊

本

〉

四̂
)

・
元

禄

十

年

(
一
六

九

七

)

版

本

〈
元
禄

版

〉

・
文

政

六

年

(
一
八

二
三

)

版

本

〈
文

政
版

〉

・
天

保

五

年

(
一
八

三

四

)

版

本

〈
天

保

版

〉

・
刊

年

不

明

版

本

写

本

の
う

ち

東

博

本

、

森

川

本

は

未

見

の
た

め
、

今

回

の
考

察

か
ら
は
除
外
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は
皆
、
写
本
の
筆
頭
に

挙
げ
た
十
念
寺
本
を
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
に
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
つ
い
て
概
略
を

示

し
て
お
く
。

ま
ず
現
存
諸
本
の
共
通
祖
本
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
十
念
寺
本

で
あ
る
。
十
念
寺
は
京
都
市
上
京
区
に
あ
る
浄
土
宗

の
寺
院
で
あ

り
、
こ
こ
に

『
仏
鬼
軍
』
と
題
さ
れ
る

一
軸
の
絵
巻
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
四
図
三
段
か
ら
成
る
紙
本
淡
彩
の
絵
巻
で
あ
る
。

奥
書
な
ど
は

一
切
持
た
な
い
が
、
十
六
世
紀
頃
の
制
作
と
考
え
ら

れ

て
い
る
も
の
で
あ
る

五̂)。

神
宮
文
庫
本
は
、

此
巻
物
者
紫
野

一
休
和
尚
自
壷
讃
本
紙
十
念
寺
有
り
。

享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
酉
四
月
中
旬
写
之
。

と

い
う
書
写
奥
書
を
持

つ
紙
本
淡
彩
の
絵
巻
で
あ
る
。
し
か
し
挿

図

の
図
柄
や
構
成
な
ど
は
後
掲
の
元
禄
版
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
り
、
十
念
寺
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、

元
禄
版
を
写
し
、
そ
れ
に
彩
色
を
施
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

津
村
涼
庵

(
一
七
三
六
～

一
八
〇
六
)
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
叢

書
で
あ
る

『
片
玉
集
』
巻
五
十
に
は
、
「
佛
鬼
軍

一
巻
」
と
し

て

本
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
片
玉
集

本
は
、

右
京
今
出
川
十
念
寺
宝
物
、
寛
政
十
二

(
一
八
〇
〇
)
庚
申

秋
八
月
四
日
拝
二
閲
之
―艸
写
し
置
。
…
…

と
い
う
本
奥
書
と
、

右
谷
中
幡
随
院
乗
運
自
省
主
書
写
之
本
、
浅
草
行
安
寺
圓
阿

上
人
借
二得
之
―、
朽
鈍
借
二傳
之
―書
爲

了
。

享
和
改
元

(
一
八
〇

一
)
仲
夏

涼
庵

と
い
う
書
写
奥
書
を
持

つ
。
本
奥
書
の
直
後
に
は
、

巻
物

一
尺

一
寸
、
丈
七
間
、
茶
地
金
欄
表
紙
、
竹
帳
添
、
内

筥
梨
子
地
、
上
祇
、
殊
珍
紐
付

表
題
佛
鬼
軍
之
三
字

ハ
然
光
院
宮
道
晃
親
王
御
筆

と
、
十
念
寺
本
の
形
態
な
ど
に
関
す
る
注
記

が
あ
る
。
こ
れ
を
十

念
寺
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
十
念
寺
本

の
表
紙
は

「
茶
地
金
欄
表

紙
」
で
あ
る
。
ま
た

「佛
鬼
軍
」
と
い
う
表
書
き
を
持

つ

「
梨
子

地
」
の
内
箱
に
入

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
巾
着

の
よ
う
な
布
袋
に
入

れ
ら
れ
、
さ
ら
に
や
や
大
き
め
の
外
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「殊

珍
紐
」
と
い
う
の
は
あ
る
い
は
布
袋
の
紐
の
こ
と
を
指
す

の
か
も

し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
記
述
は
十
念
寺
本
の
形
態
に
よ

く

一
致
す
る
の
で
、
片
玉
集
本
が
元
に
し
た
本

の
書
写
者
は
、
実
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室 町時 代 物語 『仏 鬼軍 』 に つ い て(本 井)

際

に
十
念
寺
本
を
見
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
本

文

や
、
「
画

初
地
獄

の
有
様
を
図
す
」
と
い

っ
た
挿
図
に
関
す

る
注
記
は
十
念
寺
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
片
玉
集
本
は
乗
運
と
い

う
人
物
が
十
念
寺
本
を
直
接
写
し
た
本
を
、
圓
阿
上
人
を
介
し
て

津

村
湶
庵
が
借
り
受
け
、
書
写
し
た
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

京
大
美
学
本
は
紙
本
淡
彩
の
絵
巻
で
あ
る
。
書
写
奥
書
な
ど
は

}
切
持
た
な
い
が
、
挿
図

・
詞
書
共
に
十
念
寺
本
を
忠
実
に
模
写

し
た
本
で
あ
る
こ
と
が

一
見
し
て
み
て
と
れ
る
。

次
に
刊
本
で
あ
る
が
、
最
古
版
で
あ
る
元
禄
版
に
は
十
念
寺
十

八
世
沢
了
に
よ
る
践
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

…

…

維

陽

十

念

寺

の
、

寳

物

と

か

や

、

其

か

み
名

に

お
ふ

、

紫

野

の

一
休

和

尚

く
大

徳

寺

一
休

和

尚

ハ
俗

姓

ハ
仁

王

百

一

代

.
帝

後

小

松

院

第

二
.
王

子

也

v
の

、
自

画

自

賛

の
、

佛

鬼

軍

、

世

に

も

て
は

や

す

こ
と

な

く

、

閑

窓

に
う

つ

も

れ

て

、

世

々

を

経

る

に

、

見

る
も

の
な

し

。

こ

、
に
、

十

八

世

の

何

が

し

、
巻

を

ひ

ら

く

に

、
経

文

ま

な

ご
に

さ

へ
き

り

、
表

示

、

掌

に

あ

り

、
禅

心

を

う

つ
し

て
見

る

に

、
其

詞

た

へ
な

る
事

、

心

詞

に

い
た

り

て
は

、

い

ふ

に

さ

ら

な

り

、

霊

奇

と

云

つ

ぺ

し

。

今

、

梓

に

、

ち

り
ば

め
む

と

て

、

正

本

を

も

ッ
て
、

一

字

一
画

の
た

が

ひ
な

く

、

浄

は

り

の

鏡

に

う

つ
し

、

倶

生

神

の
筆

に

ま

か

さ

ず

、

後

世

の
た

か
ら

と

、

な

さ

む

た

め

に

、

か

た

じ

け

な

く

、
あ

り

が

た

き

事

を

も

、
お

そ

ろ

し

き

を

も

、

拙

き

心

に

て
、

梓

に

ち

り

ば

め

、

ふ

つ
し

か

に

、

し

る
し

侍

る

こ

と

を

、

、

十
念
寺
十
八
世

沢
了
書
之

元
禄
十
丁
丑暦
上
春
吉
日

洛
陽
書
騨

栗
山
宇
兵
衛
開
版

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沢
了
が
、
長
い
閤
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
眠

っ
て
い
た
仏
鬼
軍
絵
巻
を
見

つ
け
、
後
世
の
宝
と
す
る
べ
く
、
そ

れ
を
忠
実
に
模
し
て
刊
行
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
実
際
に
十

念
寺
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
元
禄
版
が
十
念
寺
本
を
忠
実
に
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
文

に
つ
い
て
言
え
ば
、

一
行
の
文
字
数
が
十
念
寺
本
よ
り
も
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
濁
点

・
振
り
仮
名
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
文
章
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
字
体
や
傍
書
に
い
た
る
ま
で
十
念
寺
本
に

一

致
す
る
。
ま
た
挿
図
は
十
念
寺
本
の
図
柄
を
、
見
開
き
、
あ
る
い

は
半
丁
の
中
に
収
ま
る
よ
う
に
組
み
立
て
直

し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
十
念
寺
本
と
は
異
な
る
位
置
に
挿
入
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
い
く

つ
か
十
念
寺
本

に
全
く
見
ら
れ
な
い

図
像
を
含
む
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

文
政
版
は
元
禄
版
の
復
刻
版
で
あ
る
。
識
語
に
、

京
師
十
念
寺
所
蔵
佛
鬼
合
載
状
、
傳
称

書
董
井

一
休
和
尚
真

跡
也
。
惜
哉
今
展
轄
不
・知
レ落
二誰
手

一。
書
騨
英
遵
、
幸

得
二
一
古
家
秘
蔵
模
本
一。
筆
法
有
度
因
仏
刻
之
庶
乎
。
不

失
二其
真

一 
。

文
政
六
年

(
】
八
二
三
)
癸
未
八
月

箔
庭
節
信
識

と
あ
り
、
十
念
寺
本

の
模
本
に
よ

っ
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
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る
が
、
匡
郭
の
違
い
を
除
い
て
本
文
や
挿
図
は
元
禄
版
に
ほ
ぼ

～

致

す
る
の
で
、
こ
の

「
一
古
家
秘
蔵
模
本
」
と
い
う
の
は
元
禄
版

の
こ
と
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

天
保
版
は
、
「
元
禄
十
丁
丑年
刻
/
天
保
五
甲午
年
再
板
/
洛
陽
書

騨

寺
町
三
条
下
ル
町

著
屋
宗
八
/
六
角
通
寺
町
西

へ
行
町

小

川
多
左
衛
門
」
と
い
う
刊
記
を
も
つ
。
た
だ
し
文
政
版
の
よ
う
に

元
禄
版
の
忠
実
な
復
刻
版
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
新
た
に
序
文

を
付
し
、
挿
絵
に
つ
い
て
も
菱
川
清
春
の
手
に
な
る
も
の
を
載
せ

る

な
ど

六̂
v、
元
禄
版
を
再
構
成
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ

る
。
と
は
い
え
、
十
念
寺
本
の
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

以
土
確
認
し
え
た
現
存
諸
本
は
全
て
十
念
寺
本
を
直
接
、
間
接

に

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
異
文
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
異
同
は
見
ら
れ

な

い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

(
二
)
十
念
寺
と

一
休
和
尚

黒

川

眞

一
氏

が

指

摘

さ

れ

る

よ

う

に

七̂
}、

近

世

の
地

誌

類

を

み

る

と

、

十

念

寺

の
項

で

こ
の

『
仏

鬼

軍

』

に

つ
い

て
触

れ

る

も

の

が
少

な

く

な

い
。

例

え

ば

『
都

名

所

図

会

拾

遺

』

巻

一
に

は

、

十
念
寺

…
…

『
佛
鬼
軍
圖
』

一
休
和
尚
の
筆
な
り
。
佛
地

獄
を
破
つ
て
無
比
の
樂
城
と
し
給
ふ
圖
な
り
。
當
寺
什
寳
と

す
。
穴
》

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
仏
鬼
軍
』
は
十
念

寺
の
什
物
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
た
た
め
、
十
念
寺
什
物
と
い
う
こ
と
を
冠
し
て
受

容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
存
諸
本
が
全

て
十
念
寺
本
を
忠
実

に
写
し
て
い
る
の
も
、
十
念
寺
の

『
仏
鬼
軍
』
と
い
う
も
の
が
知

名
度
を
持

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
十
念
寺
本
は
十
念
寺

の
什
物
で
あ
る
こ
と
と
同

時
に
、

一
休
和
尚
の
作
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
先
に

引
用
し
た

『
都
名
所
図
会
拾
遺
』
に
は

「
一
休
和
尚
の
筆
な
り
」

と
あ
り
、
近
世
の
刊
本
で
は
物
語
だ
け
で
な
く
、
挿
絵
も
ま
た

一

休
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
版
の
蹟
文
に
は

「
名
に
お

ふ
紫
野
の

一
休
和
尚
の
自
画
自
賛
の
佛
鬼
軍
」
と
あ
り
、
文
政
版

の
識
語
に
も

「
京
帥
十
念
寺
所
蔵
佛
鬼
合
載
状
、
傳
称
書
董
井

一

休
和
尚
真
跡
也
」
と
あ

っ
た
。
ま
た
天
保
版

に
は

「
一
休
和
尚
仏

鬼
軍
」
と
い
う
外
題
を
も

つ
も

の
ま
で
あ

る

九̂
)。
十
念
寺
什
物

の

『
仏
鬼
軍
』
が
、
次
々
に
、
し
か
も
非
常

に
忠
実
に
書
写
、
刊

行
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が

一
休
の
作
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
理
由
の

}
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
片
玉
集
本
末
尾

の
記
述
で
あ
る
。
本

文
の
後
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
続
く
。

一
休

像

〈
椅

子

二
座

、
左

足

垂

。
、

右

足

ヲ
膝

に

置

。

但

、

左

手

三
ア右

足

ヲ
押

、

右

手

二
扇

ヲ
持

〉

喝

下

分

主

賓

、

句

裏

轄

二
機

輪

一、

竹

箆

販

掌

握

、

佛

魔

倶

不

・
親

、
吹

毛

三

尺

、
擾

動

煙

塵

、
慣

戦

作

家

、
七

事

随

・
身

、
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八

方

受

レ
敵

、
坐

二
断

要

津

一、

呵

・
佛

罵

レ
祖

、
奪

・
境

奪

レ
人

、

淫

坊

酒

騨

猫

朗

天

、

眞

宗

門

作

・
異

、

須

還

二
宗

純

拷

一
、

臨

済

正

法

今

墜

・
地

、

但

願

祖

教

再

回
春

、

図

二
佛

鬼

軍

一期

書

・

之

、

以

塞

二
其

尾

一

享

徳

三

年

(
一
四
五

四

)

六

月

一
休

子
宗

純

こ
の
記
述
は
前
章
で
引
用
し
た
本
奥
書
の
前
に
位
置
す
る
の
で
、

こ

の
よ
う
な
讃
を
付
さ
れ
た

一
休
像
が
、
絵
巻
の
末
尾
に
描
か
れ

て

い
た
か
、
も
し
く
は
絵
巻
と

一
具
の
も
の
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
運
に
も
十
念
寺

ご
住
職
君
野
諦
賢
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
記
述
と

一
致
す
る

一
休
像
が
現
在
も
十
念
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

「
休
像
は
紙
本
淡
彩
の
掛
幅
で
あ
り
、
「
「

休
禅
師
画
像

十
念
寺
」
と
い
う
表
書
き
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い

る

(
以
下

「
十
念
寺
蔵

一
休
像
」
と
称
す
る
)。

一
休
は
ま
さ
に

「
椅
モ

座

、
左
足
垂
レ
、
右
足
。
膝
に
置
。
但
、
左
手
―ごア右
足
ヲ押
」

え

た
姿
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
右
手
に
持
つ
の
は
扇
で
は
な
く
竹

箆

の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
画
面
の
左
側
に
は
、
曲
様
に
立
て
か

け
ら
れ
た
長
い
太
刀
が
描
か
れ
て
い
る
。

さ

て

こ

の
讃

に

「
図

二
佛

鬼

軍

―
期

書

レ
之

、

以

塞

二
其

尾

こ

と

あ

る

こ
と

を

み

る

と

、

一
見

、

一
休

が

『
仏

鬼

軍

』

の
絵

を
描

い

た

か

の
よ

う

に

受

け

と

れ

る

。

し
か

し

、

こ

の
讃

は

別

の

}
休

像

に

付

さ
れ

た
讃

を
改

変

し

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

。

『
大

和

文

華

研

究

』

四

一

「
一
休

特

輯

」
コ
9

は

、

一
休

宗

純

の
画
像
と
し
て
多
く
の
図
版
を
載
せ
る
が
、

そ
の
中
に
こ
の

一
休

像
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
が
四
点
あ
る
。
代
表
的
な
真
珠
庵
蔵

の

も
の
を
み
て
み
る
と
、
図
柄
も
、
画
面
上
方
に
付
さ
れ
た

「
休
の

自
讃
も
、
ほ
ぼ
十
念
寺
蔵

一
休
像
と

一
致
す
る
。
異
な
る
の
は

「
図
二佛
鬼
軍
一期
書
・
之
、
以
塞
二其
尾

こ

と
い
う
部
分
が
、
「蓑

笠
紹
徳
山
主
図
二
余
随
質

一需
・賛
書
以
塞
二
其
請

こ

と
な

っ
て
お

り
、
末
尾
に

「
享
徳
二
歳
季
夏
日
狂
雲
子
宗
純
」
と
し
て
あ
る
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
珠
庵
蔵

一
休
像
に
付

さ
れ
た
讃
は
、
享
徳

二
年

(
「
四
五
三
)
に

「
蓑
笠
紹
徳
山
主
」

の
求
め
に
応
じ
て

一

休
が
自
ら
付
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
真
珠
庵
蔵
に
代
表
さ
れ
る

一
休
像
は
朱
太
刀
像
と

呼
ば
れ
る
種
類
の
も
の
で
、
曲
様
に
長
尺
の
朱
太
刀
を
立
て
か
け

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
東
海

一
休
和
尚
年
譜
』
の

次
の
よ
う
な
逸
話
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

(=
)。

永

享

七

年

(
一
四

三

五

)

乙

卯

師

年

四

十

二
歳

、

曾

在

二
泉

南

一、

毎

レ
出

二
遊

街

市

一
、
持

一二

木

劔

―
弾

鋏

、

市

人

畢

問

・
師

、

劔

以

・
殺

為

・
功

、

師

持

二
此

劔

―、

是

甚

麿

用

、

答

日

、

汝

等

未

・
知

、

今

諸

方

贋

知

識

、

似

二
此

木

劔

―、

収

在

・
室

則

殆

似

二
眞

劔

一、

抜

出

・
室

則

只

木

片

耳

、

殺

猶

不

・
能

、

況

活

・
人

乎

、

人

皆

咲

・
之

、

瑞

子

給

こ

師

像

―、

曲

録
淋

角
罪

二
長

劔

一、

以

代

二
鳥

藤

一
、

讃

有

二
吹

毛

三

尺

、

発
動

煙
塵

之

句

一
、
^
―三
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一
休
が
木
剣
を
持
ち
歩
い
て
い
る
の
を
不
思
議
に
思

っ
た
人
々
が

訳
を
た
ず
ね
る
と
、
今
の

「
贋
知
識
」
た
ち
は
こ
の
木
剣
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
室
内
に
あ
る
と
き
に
は
真
剣
の
よ
う
に
み
え
る

が
、
い
っ
た
ん
外
に
出
る
と
た
だ
の
木
片
に
す
き
な
い
、
こ
れ
で

は
人
を
殺
す
こ
と
は
お
ろ
か
、
人
を
活
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
と

答
え
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
「
贋
知
識
」
と
い
う
の
は
禅
僧
の

こ
と
を
指
し
た
も
の
で
、
「
壮
年
気
鋭

の

}
休
の
禅
林
社
会

へ
の

反
逆
的
な
宗
風
を
物
語
る
も
の
二
三
》」
と
解
さ
れ
て
い
る
逸
話
で

あ

る
。
「
吹
毛
三
尺
、
発
動
煙
塵
之
句
」
は
こ
の
逸
話
に
基
づ
い

て
描
か
れ
た
朱
太
刀
像
に
付
さ
れ
た
讃
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
讃
の
内
容
は
非
常
に
難
解
で
解
釈
に
窮
す
る
語
も

少

な
く
な
い
が
、
こ
の
朱
太

刀
の
逸
話
や
、
「
臨
済
正
法
今
墜
レ

地

、
但
願
祖
教
再
回
春
」
と
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
も
、

臨
済
宗

の
現
状
を
批
判
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
讃
が

『
仏
鬼
軍
』
執
筆
に
関
わ
ら
せ
て
書

か
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
注
目
し
た
い

の
は

『
仏
鬼
軍
』
の
結
び
に
あ
た
る
部
分
の
記
述
で
あ
る
。
真
言

陀
羅
尼
の
功
徳
に

つ
い
て
述
べ
た
文
の
後
に
、

お
そ
ろ
し
き
地
獄
を
も
極
楽
に
な
す
そ
か
し
、
法
身
を
か

へ

ず
し
て
仏
に
な
ら
ん
事
、
や
す
か
る
べ
し
。
智
者
此
こ
と
は

り
を
さ
と
れ
ば
、
よ
う
つ

の
事

つ
み
な
ら
ず
。
無
智

の
人
は

学
生
に
と
ふ

ぺ
し
。
世
中
に
は
智
者
に
過
た
る
た
か
ら
は
な

し
。
世
間
の
浅
名
を
も
て
法
性
の
ふ
か
き
所
を
あ
ら
わ
す
。

此
合
戦
状
は
仏
智
に
か
な

へ
り
。
更
に
そ
し
る
事
な
か
れ
。

と
い
う
文
が
続
く
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る

「
智
者
」
や

「
学
生
」
を

重
ん
じ
る
態
度
は
、
讃
に
み
ら
れ
た
辛
辣
な
現
状
批
判
の
態
度
と

は
む
し
ろ
相
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
讃
は

『仏
鬼
軍
』

に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
作
為
的
に
朱
太
刀
像
の
讃
を
改
変

し
て

『
仏
鬼
軍
』
に
付
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
る
よ

う
に
思
う
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
讃
を
改
変
し
た

「
休
像
が
描
か
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
再
び
片
玉
集
本
の
記

述
に
目
を
向
け
て
み

た
い
。

一
休
像
に
関
す
る
記
述
の
後
、
本
奥
書
、
十
念
寺
本
の
形

態
に
関
す
る
注
記
が
続
き
、

一
休
和
尚
の
略

歴
が
記
さ
れ
た
後
、

右
十
念
寺
開
山
眞
阿
上
人

後
亀
山
院
之
孫
胤
二」

休
和
尚
ト
學
友

な
り
し
故
、
常
ノ
法

語
ノ
趣
ヲ

一
休
画
賛

二
認
被
・
贈
也
。

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
真
阿
は
浄
土
宗

の
僧
侶
で
あ
り
、
十

念
寺
の
開
山
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ

る

二
四)。
そ
の
真
阿
が

「
休
と

「
學
友
」
で
あ

っ
た
縁
で
、

一
休
画

賛
の

『
仏
鬼
軍
』
が

贈
ら
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は

本
奥
書
よ
り
も
後
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
書
写
者
の
覚
え
書
き

の
よ
う
な
も
の
と
考

え
る
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
は
十
念
寺
と
『
仏

鬼
軍
』
、
そ
し
て

一
休
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
は

っ
き

り
と
う
か
が
わ
れ
る
。

一6一



室 町 時 代 物語 『仏 鬼 軍 』 に つ いて(本 井)

真
阿
は
永
享
十
二
年

(
一
四
四
〇
)
に
⊥ハ
十
六
歳
で
寂
し
て
い

る
の
で
、
十
念
寺
蔵

一
休
像
に
み
ら
れ
る
享
徳
三
年

(
一
四
五
四
)

に

『
仏
鬼
軍
』
が
贈
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
矛
盾
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

一
休

(
=
二
九
四
～

一
四
八

一
)
と
真
阿

の
生
存
時
期
は
確
か
に
重
な
る
が
、
真
阿
の
方
が
か
な
り
年
長
で

あ
り
、
二
人
が
学
友

で
あ

っ
た
と
い
う
記
事
も
管
見
に
入
っ
て
い

な

い
。

一
休
と
真
阿
の
つ
な
が
り
は
、

一
休
作
説
に
信
悪
性
を
も

た
せ
る
た
め
の
後
人
の
作
為
で
あ
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
十
念
寺
蔵

一
休
像
も
ま
た
、
こ
う
し

た
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
君

野
氏
は
、
こ
の

一
休
像
が
紙
質
か
ら
近
世
後
期
の
制
作
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
仏
鬼
軍
』

一
休
作
説
に
信
愚
性

を
持
た
せ
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お

ら
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
氏
の
ご
推
察
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
十
念
寺

蔵

一
休
像
は

『
仏
鬼
軍
』

一
休
作
説
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、

既
存
の

一
休
像
の
讃
を

一
部
改
変
し
制
作
さ
れ
、
絵
巻
と
共
に
閲

覧

書
写
を
願
う
人
々
に
供
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
そ

の
場
で

一
休
と
真
阿
上
人
に
関
わ
ら
せ
て
絵
巻
の
由
来
が
語
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
片
玉
集
本
の
本
奥
書
に
あ
る
寛
政
十
二
年

(
}
八

〇
〇
)
時
点
で
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
十
念
寺
の
周
辺
で

一
休
作
説

を
前
面
に
押
し
出
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
い
っ
た
動
き
が

い
つ
頃
ま
で
遡
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
全
く
未
詳
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
最
も
古

い
版
本

で
あ
る
元
禄
十
年
版
に
す
で
に

「
休
作
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ
う

二
五
》。
こ
の
よ

う
な
所
蔵
者
の
側
か
ら
の
積
極
的
な
動
き
も
あ

っ
て
、
『
仏
鬼
軍
』

は
十
念
寺
蔵

一
休
作
と
い
う
名
の
下
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
現
存
諸
本
が
全
て
十
念
寺
蔵

一
休
作

と
い
う
こ
と
を
冠
し

て
書
承

・
刊
行
さ
れ
、
異
本
を
生
じ
る
こ
と

が
な
か

っ
た
と
い
う

の
も
、
十
念
寺
本
の
知
名
度
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
『
仏
鬼

軍
』
諸
本
の
現
存
状
況
は
こ
の
よ
う
な
事
情

に
よ
る
も
の
だ

っ
た

の
で
あ
る
。二

新
出
本
の
紹
介

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
忠
実
に
書

承
さ
れ
て
い
っ
た
十

念
寺
本
は
完
本
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
前
章
で
挙
げ
た
諸
本
は

全
て
、
十
念
寺
本
の
欠
落
部
分
を
踏
襲
す
る

こ
と
に
な

っ
た
の
で

あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
欠
落
部
分
を
補
う

と
考
え
ら
れ
る
新
出

本
を
紹
介
し
、
『
仏
鬼
軍
』
の
全
容
を
概
観

す
る
。

(
「
)
十
念
寺
本
の
概
要

ま
ず
、
欠
落
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
十
念
寺
本
に

つ
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い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
十
念
寺
本
現
存
部
分
の
構
成
を
示
す

と

以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

第 第 第 第 第 第

段 図 段 図 段 図

 

第
四
図

地
獄
の
図

〔西
方
〕
阿
弥
陀
を
大
将
と
す
る
極
楽
の
軍
勢

阿
弥
陀
勢
の
出
陣
の
図

〔東
方
〕
薬
師
を
大
将
と
す
る
軍
勢

薬
師
勢

の
出
陣
の
図

①

〔
北
方
〕
釈
迦
を
大
将
と
す
る
軍
勢

②

〔南
方
〕
宝
生
を
大
将
と
す
る
軍
勢

③
四
方
か
ら
攻
め
寄
せ
た
仏
菩
薩
と
獄
卒
の
戦
い

④
大
日
の
加
勢
の
派
遣
、
閻
魔
王
宮
炎
上

⑤
浄
土
と
化
す
地
獄

⑥
結
び

⑦
回
向
文

く
1
v釈
迦
勢
の
出
陣
の
図

〈
2
>蓮
華
を
生
じ
る
地
獄
の
釜

く
3
v不
動
明
王
ら
の
加
勢

〈
4
>逃
げ
ま
ど
う
獄
卒
と
浄
土
と
化
す
地
獄

十
念
寺
本
は
四
図
と
三
段
の
詞
書
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
第

一
図
は
対
応
す
る
詞
書
を
欠
い

て
い
る
。
続
く
第

[
段
か
ら
は
、
仏
側
が
戦
い
の
準
備
を
整
え
て

地
獄
に
攻
め
寄
せ
る
場
面
が
続
く
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
物
語
の
冒

頭

と
し
て
は
唐
突
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば

『
日
本
古
典
文

学
大
辞
典
』

の

「
仏
鬼
軍
」

の
項
の
よ
う

に
、
「
巻
首

の
欠
部
は

冥
官
な
ど
が
仏
法
結
縁
者
ま
で
大
抵
地
獄

へ
落
し
た
と
い
う
、
戦

の
起
り
が
あ

っ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る

二
六
)。

し
か
し
、
と
に
か
く
こ
こ
で
は
十
念
寺
本
現
存
部
分
の
梗
概
を

示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
第

一
段
は
極
楽
に
武
装
し
た
諸
菩
薩

が
集
結
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
西
方
極
楽

の
阿
弥
陀
を
は
じ
め
、

東
方
の
薬
師
、
北
方
の
釈
迦
、
南
方
の
宝
生
と
い
う
仏
た
ち
が
、

四
方
か
ら
地
獄
に
攻
め
寄
せ
る
。
激
し
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
が
、
七
日
七
夜
た

っ
て
も
勝
負
が
つ
か
な

い
。
そ
れ
を
聞
い
た

大
日
が
大
勢
の
加
勢
を
遣
わ
し
、
と
う
と
う
閻
魔
王
宮
は
炎
上
す

る
。
地
獄
は
大
日
を
中
心
と
す
る
浄
土
と
化
し
、
四
方
を
阿
弥
陀

ら
の
四
仏
が
領
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
。
地
獄
と
浄
土
と
は
結
局
同

じ
も
の
で
、
そ
れ
を
覚
る
か
覚
ら
な
い
か

の
差
な
の
で
あ
る
と
し

て
、
こ
の
物
語
が
仏
智
に
か
な

っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ

り
、
回
向
文
に
よ

っ
て
物
語
は
結
ば
れ
る
。

(
二
)
新
出
の
京
大
印
哲
本

さ
て
、
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
の

『
仏
鬼
軍
』
の
解
説
で
は
、

十
念
寺
本
に
欠
け
て
い
る
前
半
部
分
を
も

つ
本
と
し
て

『
弘
文
荘

敬
愛
書
図
録
』
二
七
)に
掲
載
さ
れ
た
本
の
存

在
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
弘
文
荘
敬
愛
書
図
録
』
の
解
説
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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室 町時 代 物 語P仏 鬼 軍 』 に つ い て(本 井)

仏
鬼
軍
絵
く徳
川
中
期
頃
写
、
淡
彩
v

通
行
本
は

一
巻
、
こ
れ
は
二
巻
で
、
通
行
本
に
欠
け
て
居

る
上
巻
を
持
つ
珍
し
い

「
仏
鬼
軍
」
絵
巻
。
…
…
中
字
平
仮

名
交
じ
り
。
上
下
巻
と
も
外
題

・
内
題
は
な
く
、
た
だ
上
巻

の
巻
首
に

「
此
二
幅
十
念
寺
之
什
物
、
而

一
休
作
之
、
土
佐

光
信
画
之
」
の
墨
書
が
あ
る
。
上
巻
の
本
文
は

「
む
か
し
恋

し
床
し
と
な
け
き
か
な
し
み
し
七
世
四
恩
た

つ
ね
と
り
て
、

極
楽
の
友
た
よ
り
に
仕
ら
ん
と
そ
、
は
や
り
け
る
」
で
は
じ

め
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く
巻
首
若
干
を
欠
い
て
居
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
対
照
す
べ
き
写
本
も
版
本
も
現
存
し
て
居
な
い
。

…

…

書

写
年

代

は

寛

政

文

化

頃

で

あ

ろ

う

か

。

文

字

は

平

俗

な

書

風

で
と

る

べ
き

所

は

な

い
。

絵

も

ス
ケ

ヅ

チ
風

の
略

画

だ

が

、

描

写

は

か

な

り

達

者

で
、

よ

く

要

領

を

つ
か

ん

で

居

て
、

要

所

に

紅

・
黄

・
淡

青

の
彩

り

を

加

え

て

あ

る

。

下

巻

末

、

本

文

の
あ

と

に

は

、

願
以
此
功
徳

普
及
於

一
切

我
等
与
衆
生

皆
共
成
仏
道

法
泉
禅
窟
什
物

〔
印
〕

と
し
て
あ
る
か
ら
、
禅
宗
寺
院
の
旧
蔵
に
か
か
る
の
で
あ
ろ

う
。
別
に
正
方
形
の
大
型
朱
印
が
押
捺
し
て
あ
る
が
、
印
文

は
読
み
得
な
い
。

こ
の
新
出
の
二
巻
は
、

「
見
十
念
寺
本
の
上
巻
が
い
ま
だ

散
逸
せ
ず
、
下
巻
の
巻
首
も
欠
け
ぬ
以
前
に
、
模
写
し
た
も

の
の
如
く
だ
が
、
あ
れ
の
現
存
分
と
こ
の
巻
の
絵
と
を
対
照

す

る
と

、

構

図

も

描

き

様

も

ど

う

も

別

ら

し

く

、

同

一
の

も

の
と

は

信

じ

に

く

い
。

或

は

別
巻

の
模

写

で

あ

ろ

う

か

。

…

…

下
巻

に

「
ヶ

所

錯

簡

が

あ

る

が

、

本

文

は

無

欠

。

こ
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の

「
弘
文
荘
敬
愛
書

図
録
」
掲
載
本

(以
下
弘
文
荘
本
と
略
称
)
以
外
に
、
前
半
部
を

も

つ
本
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

創
立
百
周
年
記
念
公

開
展
示
会

「
お
伽
草
子
-

物
語
の
玉
手
箱
1

」
に
際
し
て
京

都
大
学
蔵
御
伽
草
子
が
悉
皆
調
査
さ
れ
る
機
会
が
あ
り

二
八
〕、
そ

の
中
で
こ
の
弘
文
荘
本
と
同
様

の
本
文
を
も

つ
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
本
が
見
出
さ
れ
た
。
文
学
部
印
度
哲

学
研
究
室
蔵
本

(
以

下
京
大
印
哲
本
と
略
称
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
京
大
印
哲
本
は

『
国
書
総
目
録
』
や
松
本
隆
信
氏
の

「
増

訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
二
九
)
な
ど
に
も
採
録
さ

れ
て
い
な
い
、
全
く
未
紹
介
の
本
で
あ
る

三
9
。
京
都
大
学
附
属

図
書
館
の
書
名
カ
ー
ド
に
は

「廃
棄
」
の
記

き
入
れ
が
あ
る
の
で
、

こ
の
こ
と
な
ど
も
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
な
か

っ
た
原
因
で
あ
ろ
う

か
。京
大
印
哲
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
冊

写
本

袋
仮
綴

素
紙
共
表
紙

本
文
楮
紙

二
四
・
六
×

}
七
・
二
糎

外
題

「
仏
鬼
軍
歪
紀
」

無
辺
界

毎
半
丁
九
行

本
文
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文

一
部
振
仮
名

付

{三
)
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外
題
下
の

「
邪
正
記
」
と
い
う
記
述
は
他
の
本
に
は
み
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。

京
大
印
哲
本
と

『
弘
文
荘
敬
愛
書
図
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
冒
頭

の
写
真
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
本
文
は
全
く

一
致
す
る
。
た
だ
し
、

弘
文
荘
本
が
平
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
京
大
印
哲
本
文

は

片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
。

注

目

さ

れ

る

の
は

奥

書

に

、

0

右

ハ
巻

物

二
軸

二
賛

ト
蚕

ト
雑

へ
書

ス
。

十

念

寺

之

什

物

ニ
シ
テ
而

一
休

作

リ
ニ
之

賛

一土

佐

光

信

作

二
之

蜜

「也

。

其

、
爲

軸

在

リ
ニ
法

泉

―∫
。

享

保

十

四

(
一
七

二
九

)

己

酉
歳

三
月

借

テ
而

窩

二
之

賛

ヲ
「也

。

と

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
絵
巻
が
も
と
も
と
十
念
寺
の
什

物

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は

一
休
の
著
で
あ
り
、
絵
は
土
佐
光
信
の

手

に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
弘
文
荘

本
の
巻
首
に

「
此
二
幅
十
念
寺
之
什
物
、
而

一
休
作
之
、
土
佐
光

信
画
之
」
と
あ
る
の
と

一
致
す
る
。
ま
た
そ

の
十
念
寺
本
を
写
し

た
も
の
が

「法
泉
」
に
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
写
し
た
と
の
記
述

が
あ
る
の
で
、
弘
文
荘
本
に

「法
泉
禅
窟
什

物
」
と
あ

っ
た
こ
と

と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
直
接
か
ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て

も
、
京
大
印
哲
本
は
弘
文
荘
本
の
写
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
弘

文
荘
本
に
挿
図
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
京
大
印
哲
本
は
文
字

の
み

の
写
本
で
あ
る
が
、
挿
図
の
内
容
を
記
す
簡
単
な
注
記
が
あ
る
の

で
、
京
大
印
哲
本
が
写
し
た
元
の
本
に
は
挿

図
が
あ

っ
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
京
大
印
哲
本
の
構
成
を
、
解

説
か
ら
推
定
さ
れ
る
弘
文
荘
本
、
十
念
寺
本
と
対
照
し
て
示
す
。

京
大
印
哲
本
の
図
の
欄
に
、
挿
図
に
関
す
る
注
記
を
引
用
す
る
。

ま
た
、
第
五
図
の
後
に
置
か
れ
た
和
歌
も
引
用
し
て
お
く
。
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京
大
印
哲
本

第

一
段

第

一
図

第
二
段

第
二
図

第
三
段

阿
弥
陀
と
文
殊
の
評
定

大
日
の
指
示

「此
間
二
阿
彌
陀
井諸
菩
薩
等
ノ
蜜
ア
リ
」

閻
魔
と
阿
防
羅
刹
と
の
や
り
と
り

地
獄
側
の
戦

い
の
準
備
の
様
子

「
此

間

二
炎

魔

王

宮
井
地

獄

ノ
壷

ア

リ
」

★

弘
文
荘
本

第

一
段

第

一
図

第
二
段

第
二
図

十
念
寺
本

な
し

な
し
な
し

第

一
図



室 町 時代 物 語 『仏 鬼 軍 』 に つ いて(本 井)

第
三
図

第
四
段

第
四
図

第
五
段

第
五
図

和
歌

第
六
段

な

し

〔
西
方
〕
阿
弥
陀
を
大
将
と
す
る
極
楽
の
軍
勢

「
此

ノ
間

二
佛
菩

薩

出

陣

ノ
所

ノ
董

ア
リ

」

〔
東
方
〕
薬
師
を
大
将
と
す
る
軍
勢

「
此

間

二
藥

師

如

來

井
十

二
神

將

等

ノ
出

陣

.
董

ア
リ

」

①

〔北
方
〕
釈
迦
を
大
将
と
す
る
軍
勢

②

〔南
方
〕
宝
生
を
大
将
と
す
る
軍
勢

③
四
方
か
ら
攻
め
寄
せ
た
仏
菩
薩
と
獄
卒
の
戦

い

「
此
間
二
繹
迦
ヲ
大
將
ト
シ
テ
諸
菩
薩
ト
地
獄
ト
合
戦
ノ
董
ア
リ
」

「
三

千

ノ

マ
タ

ラ
女

ヲ
引

キ

連

.
テ

人

ハ
浮

土

ニ

マ
イ

ル
ゾ

ト
知

レ
」

「
法

華

経

ノ
妙

ノ

一
字

ノ
カ

―.
ニ
テ
人

モ
佛

モ
浮

土

ニ
ゾ

棲

ム
」

人
弐
麹

の
纐
勢
、
概
簾
菱
宮
炎
土
v

、。織灘
識
難
雛
響
地
獄
懸

(繕
び
前
婁
v

結
び
後
半

回
向
文

注
記
の
書
き
漏
ら
し
?

第
三
段

第
三
図

第
四
段

第
四
図

第
五
段

第
五
図

9
・

第
六
段

第
六
図

第

}
段

第
二
図

第
二
段

第
三
図

第
三
段
①

第
三
段
②

第
三
段
③

第
四
図

な

し
第
三
段
④

第
三
段
⑤

第
三
段
⑥
前
半

第
三
段
⑥
後
半

第
三
段
⑦

な
し

京
大
印
哲
本
は
六
段
五
図
と
い
う
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
弘
文

荘
本
は
上
巻
が
二
段
二
図
、
下
巻
が
四
段
四
図
と
あ
る
か
ら
、
京

大
印
哲
本
の
方
が

一
図
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
内
容
か
ら
考
え
る

と
、
弘
文
荘
本
は
京
大
印
哲
本
の
第
二
図
の
あ
と
で
巻
が
分
か
れ

て
お
り

(点
線
部
)、
末
尾
に
第
六
段
に
対
応
す
る
図
が
あ

っ
た

と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
京
大
印
哲
本
は
第
⊥ハ
図
に

関
す
る
注
記
を
書
き
漏
ら
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

京
大
印
哲
本
を
見
る
と
、
元
の
本
の
錯
簡
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
〈

v
で
囲
ん

で
網
掛
け
に
し
て
あ
る

の
が
そ
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
京
大
印
哲
本
で
は
★
印
の
部

分
に
混
入
し
て
い
る
。
(表
は
そ

の
錯
簡
を
正
し
た
形
で
示
し
て

あ
る
。
)
こ
の
混
入
は
丁
の
途
中
で
起
こ

っ
て
い
る
の
で
、
丁
の
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錯

簡
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
京
大
印
哲
本
が
元
の
本
に
あ

っ
た

錯
簡
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
京
大
印
哲
本
は

そ

の
錯
簡
に
気
付
い
て
い
た
の
か
、
錯
簡
部
分
の
前
後
に
○
印
を

つ
け
て
い
る
。
弘
文
荘
本
の
巻
分
け
が
先
ほ
ど
推
測
し
た
と
お
り

で
あ
る
な
ら
、
錯
簡
は
下
巻

の
内
部

で
の
こ
と
と
な
る
か
ら
、
こ

れ
も
ま
た
弘
文
荘
本
の

「
下
巻
に

一
ヶ
所
錯
簡
が
あ
る
」
と
い
う

点

に

「
致
す
る
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
京
大
印
哲
本
は
弘
文

荘
本
を
写
し
た
本
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
十
念
寺
本
と
京
大
印
哲
本
第
二
図
以
下
を
比

べ

て
み
た
い
。
本
文
は
若
干
の
誤
写

・
誤
脱
を
除
い
て

一
致
し
、
構

成
も
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
挿
図
に
関
し
て
も
、
京
大
印
哲
本
の
注
記

と
現
十
念
寺
本
の
挿
図
の
内
容
と
は

一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
、
京
大
印
哲
本
の
第
五
図
の
後
に
二
首
の
和
歌
が
書
か
れ
て

い
る
点
と
、
十
念
寺
本
第
三
段
が
京
大
印
哲
本
で
は
絵
を
挟
ん
で

二
段
に
分
か
れ
て
い
る
点
が
異
な

っ
て
い
る
。
京
大
印
哲
本
が
写

し
た
弘
文
荘
本
は
現
十
念
寺
本
第
三
段
を
二
つ
に
分
割
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
六
段
は
大
日
の
加
勢
を
得
て
仏
側
が

勝

利
を
お
さ
め
、
地
獄
を
浄
土
と
す
る
と
い
う
物
語
の
ク
ラ
イ

マ

ヅ
ク
ス
が
描
か
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
後
に
浄
土
と
化
し
た
地

獄

を
描
く
第
六
図
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
十
念
寺
本
の
欠
落
部
分
に
相
当
す
る
京
大
印
哲
本
の

第

一
、
二
段
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
以
下

『
仏
鬼
軍
』
本
文
の
引

用
は
、
十
念
寺
本
の
現
存
部
分
に
つ
い
て
は
十
念
寺
本
に
よ
り
、

欠
落
部
分
に
つ
い
て
は
京
大
印
哲
本
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。

【
第

一
段
】

ま

ず
第

一
段

の
冒

頭

は

、

昔

シ

懲

シ

床

シ
ト

歎

キ

悲

ミ

シ
七

世

四

恩

タ

ヅ

ネ

ト

リ

テ

、

極

樂

ノ

友

タ

ヨ
リ

ニ
仕

ラ

ン

ト

ゾ

ハ
ヤ

リ

ケ

ル
。

と
い
う
文
で
始
ま

っ
て
い
る
が
、
弘
文
荘
本

の
解
説
に
も
あ
る
と

お
り
、
巻
首
若
干
を
欠
い
て
い
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
を

な
さ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
続
く
部
分
か
ら

の
梗
概
を
示
す
。

極
楽
の
阿
弥
陀
大
将
軍
が
文
殊
菩
薩

に
極
楽
を
地
獄
に
移

す
先
例
の
有
無
を
尋
ね
る
。
こ
れ
に
対

し
て
文
殊
は
様
々
な

経
典
な
ど
か
ら
そ
の
根
拠
と
な
る
文
を

示
し
、
極
楽
と
地
獄

と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
阿
弥
陀

は
、
強
敵
閻
魔
王
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
上
臓
大
日
の
力
を

借
り
る
ぺ
く
使
者
を
遣
わ
す
。
大
日
は

西
方
阿
弥
陀
、
東
方

薬
師
、
南
方
宝
生
、
北
方
釈
迦
と
、
そ

れ
ぞ
れ
四
方

の
将
軍

を
任
じ
、
さ
ら
に
両
界
諸
尊
な
ど
も
力

を
合
わ
せ
て
戦
う

べ

し
と
の
勅
定
を
下
す
。

【第
二
段
】
こ
れ
を
聞
い
た
閻
魔
王
は
怒
り
を
な

し
、
阿
防
羅
刹
を
召

し
て
、
近
頃
自
業
自
得

の
憲
法
に
背

い
て
信
心
厚
い
者
を
間

違

っ
て
地
獄
に
堕
と
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
と

尋
ね
る
。
阿
防
羅
刹
は
念
仏
者
も
ま
た
地
獄
に
堕
と
し
て
い

る
と
述
ぺ
、
そ
れ
は
念
仏
さ
え
し
て
い
れ
ば
ど
ん
な
罪
も
赦
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室町 時代 物 語 『仏 鬼 軍 』 に つ いて(本 井)

さ
れ
る
と
し
て
罪
業
を
作
り
放
題
の
衆
生
の
方
に
非
が
あ
る

の
だ
と
し
て
、
地
獄
側
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
戦
い
に
備

え
て
冥
官
た
ち
は
着
々
と
準
備
を
進
め
、
仏
側
の
勢
を
今
や

遅
し
と
待
ち
受
け
る
の
で
あ

っ
た
。

京
大
印
哲
本
第

一
段
の
後
に
は
第

一
図
に
関
す

る
注
記
が
あ

り
、
「
阿
彌
陀
井
諸
菩
薩
等
ノ
董
」
が
描
か
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、

挿
図
の
内
容
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
第
二
段
を
絵
画
化

し
た
と
思
わ
れ
る
第
二
図
は
、
十
念
寺
本
の
第

一
図
に
相
当
す
る

と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
京
大
印
哲
本
第
二
段
の
詞
書
き
と
十
念
寺

本

の
第

】
図
を
比
べ
る
と
、
密
接
な
対
応
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

京
大
印
哲
本
の

「
此
間

二
炎
魔
王
宮
井
地
獄

ノ
董
ア
リ
」
と
の
注

記
も
、
十
念
寺
本
第

一
図
の
内
容
と

一
致
す
る
。
十
念
寺
本
第

一

図
は
京
大
印
哲
本
第
二
段
と
同
様
の
、
ま
た
は
き
わ
め
て
近
い
本

文

に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
大
印
哲
本
の
出
現

に
よ

っ
て

『
仏
鬼
軍
』
の
全
容
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

っ
た
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
未
解
決
の
問
題
も
残

っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
弘
文

荘
本
と
十
念
寺
本
の
図
柄
や
構
成
の
違
い
を
ど
う
説
明
す
る
か
と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
弘
文
荘
本
の
解
説
に
も
あ
る
と
お
り
、
弘

文
荘
本
は

「
十
念
寺
之
什
物
」
と
し
な
が
ら
も
十
念
寺
本
と
は
異

な

っ
た
図
柄
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
版
に
は
二
図
し
か
載

せ

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
以
外

の
図
に
関
し
て
は
不
明
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
二
図
を
見
る
限
り
、

十
念
寺
本
よ
り
も
精
緻
な
描
写
と
な

っ
て
お

り
、
構
図
な
ど
も
か

な
り
異
な
る
。
例
え
ば
宝
生
に
つ
い
て
は
十

念
寺
本
で
は
そ
れ
に

相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
図
が
無
い
の
に
対
し
て
、
弘
文
荘
本
で
は

如
意
宝
珠
を
上
空
か
ら
獄
卒
た
ち
に
投
げ

つ
け
る
姿
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
十
念
寺
本
の
第
三
段
が
二
段
に
分
け
ら

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
解
説

の
指
摘
の
よ
う
に
弘
文
荘
本
が

写
し
た
本
は
十
念
寺
本
と
は
別
の
本
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
京
大
印
哲
本
に
は
図
が
無
い

の
で
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
全
く
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
弘
文
荘
本
が
再
び
世
に
現

れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

三

『
仏
鬼
軍
』
の
密
教
色

と
も
あ
れ
、
京
大
印
哲
本
に
よ
り
、
『
仏
鬼
軍
』
の
全
体
像
を

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
本
章

で
は
、
作
品
全
体
を
見

渡
し
た
時
に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
特
徴

の

一
つ
と
し
て
、
『
仏

鬼
軍
』
の
密
教
色
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
こ
の
点
に

つ
い

て
は
既
に
秋
谷
治
氏
に
ご
指
摘
が
あ

っ
た
が

三
二
)、
京
大
印
哲
本

に
よ

っ
て
判
明
し
た
前
半
部
か
ら
、
こ
の
点

が
よ
り
明
確
に
な

っ

た
。
仏
側
の
総
指
揮
を
と
る
の
は
大
日
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
阿
弥
陀
と
文
殊
と
の
間
で

「
炎
魔
大

王
ヲ
追
ヲ
ト
シ
テ
極

樂
ヲ
地
獄

二
移
サ
ン
事
」
に

つ
い
て
の
問
答

が
交
わ
さ
れ
た
後
、

阿
弥
陀
は
、
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我
宗

(
主
ヵ
)
ニ
テ
法
身
如
來
大
日
心
王
ト
云
上
臆
マ
シ
マ

ス
。
昔

ハ
地
獄
モ
極
樂
モ
皆
大
日
心
経

(王
ヵ
)
ノ
敷
地
ナ

リ
。
カ
ヤ
ゥ
ノ
大
事
ヲ
申
上
ズ

ハ
其
恐
ア
リ
。

と
考
え
て
、
大
日
に
子
細
を
申
し
入
れ
る
。

大
日
心
経

(王

ヵ
)
ノ
仰

二
云
ク
、
「
炎
魔
王
宮
井

二
八
大

地
獄

ハ
我
ガ
屋
鋪

災
字

ノ

一
門
ナ
リ
。
錐
然
阿
防
羅
刹
ト

云
非
常
ノ
フ
テ
物
、
本
髄
ヲ
忘

レ
テ
是
ヲ
知
行
ス
。
但
シ
極

樂
ノ
若
者
共

ハ
往
生
人
迎

ヘ
ン
ト
テ
管
弦
バ
カ
リ
ハ
上
手
ナ

リ

。
弓

矢

取

リ

ト

ハ
聞

ヘ
ズ

。
中

く

蜂

ノ
巣

二
手

カ

ク

ナ

」

ト

ゾ

示

シ

タ

マ

ヘ

ル

。

「
我

バ
カ

ラ

イ

ニ
随

フ

ベ

シ
。

極

樂

ノ

勢

バ

カ

リ

ニ
テ

ハ
叶

ベ
カ

ラ

ズ

。

西
方

ヲ
バ

阿

彌

陀

大

將

ト

シ

テ

ヨ

ス

ベ

シ

。

東

國

ニ

ハ
究

寛

ノ

武

者

ヲ

バ
カ

ル
國

ナ

リ

。
其

ヲ
郎

等

二
具

シ

テ

藥

師

佛

大

將

ト

シ

テ
東

ミ

ノ

手

ヲ

ヨ

ス

ベ
シ

。

南

方

ヲ

バ

寳

生

佛

二
仰

セ

付

テ

、

北

方

ヲ

バ

繹

迦

佛

大

將

ト

シ

テ

受

取

タ

マ
ウ

。

若

ヨ

ワ

カ

ラ

ン

所

ヲ
バ

、

眞
言

宗

ノ

金

剛

・
胎

藏

雨

界

諸

尊

、

不

動

・
降

三

世

ヲ
大

將

ト

シ

テ

、

敵

ヲ

中

二

取
リ
籠

テ

、

興

ア

ル

戦

一
イ

ク

サ

有

ベ

シ

」

ト

ゾ

敢

定

ハ
下

リ

ケ

ル
。

阿
弥
陀
か
ら
の
使
い
に
対
し
て
、
大
日
は
西
方
に
阿
弥
陀
、
東
方

に
薬
師
、
南
方
に
宝
生
、
北
方
に
釈
迦
を
そ
れ
ぞ
れ
大
将
と
し
て

任

じ
、
明
王
を
大
将
と
す
る
真
言
宗
の
両
界
諸
尊
を
加
勢
に
遣
わ

す

と
の
勅
定
を
下
す
の
で
あ
る
。
こ
の
勅
定
は
物
語
の
結
末
に
お

い
て
意
味
を
な
す

こ
と
に
な
る
。
地
獄
勢
が

敗
退
し
た
後
で
、
地

獄
を
浄
土
に
変
え
る
部
分
を
引
用
す
る
。

阿
防
羅
刹
を
ば
こ
し
ら

へ
す
か
し
て
こ

、
ろ
を
あ
ら
た
め
て

仏
に
な
し
給

へ
り
。
冥
官
冥
衆
の
す
が
た
を
か

へ
ず
し
て
、

曼
茶
羅
の
聖
衆
に
引
上
せ
て
、
等
流
法
身
と
、
地
獄
に
浄
土

を
う

つ
し
て
、
地
に

異
字
を
し
き
て
、
か
た
ち
を
八
葉
蓮

華
に
作
た
り
。
中
台
に
は
大
日
心
王
の
都
を
立
た
り
。
東
方

を
ば
薬
師
領
し
給

へ
り
。
南
方
お
ば
宝
生
領
し
給
。
西
方
を

阿
弥
陀
申
請
給
。
北
方
お
ば
尺
迦
主

つ
き
給
。
四
角
を
ば
普

賢

・
文
殊

・
観
音

・
弥
勒
知
行
し
給

へ
り
。
是
も
則

一
往
の

会
尺
也
。
「
諸
尊
皆
同
大
毘
盧
遮
那
仏

身
」
と
尺
し
て
大
日

心
王
の
都
也
。
然
ら
ば
多
百
由
旬

の
ほ

の
お
は
仏
の
万
徳
と

な
り
に
け
り
。
劔
の
山
と
お
も
ふ
は
妙
覚
山
也
。
鐵

の
湯
と

お
も
ふ
は
功
徳
水
な
り
け
り
。
是
を
ば

五
智
の
都
と
そ
な
づ

け
た
る
。

こ
の
大
日
を
中
心
と
す
る

「
五
智
の
都
」
は

「
八
葉
蓮
華
」
の
形

を
と
り
、
大
日
を
中
心
と
し
て
四
方
に
四
仏

を
配
し
、
さ
ら
に
四

角
に
四
菩
薩
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
は
形
態
的
に
は
胎
蔵
界
曼
茶

羅
の
中
台
八
葉
院
に
な
ら

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
図

示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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室 町時 代 物 語 『仏 鬼 軍』 につ いて(本 井)

【『
仏
鬼
軍
』
五
智
の
都
】

〈東

〉

〈
南

〉

宝
生

普
賢

文
殊

-
◎

葱

.

.
懲

羅

〈
北
〉

【
胎

蔵

界

曼

茶

羅

中

台

八
葉

院

】

二̂
三
}

〈
南
V

〈東
〉

開
敷
華
王

普
賢

7

・⊂

文
殊

-
㊥

圃

弥
勒
藝

日躍

と〈北
〉

〈
西
V

〈
西
〉

「
五
智
の
都
」
の

「
五
智
」
と
は
大
日
如
来
の
五
種
類

の
知
慧

の
こ
と
で
あ
る
。
金
剛
界
曼
茶
羅
で
は
こ
れ
を
五
仏
に
配
す
る

三
四
}。
こ
の

『
仏
鬼
軍
』
に
お
い
て
も
五
仏

が
そ
れ
ぞ
れ
五
智
に

ち
な
ん
だ
武
器
を
持

っ
て
い
る
。

方
位

中
央
東南西北

金
剛
界

五
智

法
界
体
性
智

大
円
鏡
智

平
等
性
智

妙
観
察
智

成
所
作
智

胎
蔵
界

五
仏

大
日
阿
閤
宝
生
阿
弥
陀

不
空
成
就

『
仏
鬼
軍
』

五
仏

大
日
薬
師
宝
生
阿
弥
陀

釈
迦

武
器

大
円
鏡
智
の
盾

平
等
性
智
の
箱

妙
観
察
智
の
幡

成
所
作
智
の
盾

も
ち
ろ
ん

『
仏
鬼
軍
』
に
描
か
れ
る
五
仏
は
両
界
曼
茶
羅
の
五

仏
と
完
全
に

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
形
態
的
に
は
胎
蔵

界
曼
茶
羅
に
よ
り
な
が
ら
、
五
智
を
配
す
点

な
ど
は
金
剛
界
曼
茶

羅
に
よ

っ
て
い
る
な
ど
の
不
統

一
も
あ
る
。
『
仏
鬼
軍
』
作
者
も

そ
の
こ
と
は
承
知
の
上
だ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
「
是
も
則

一
往

の

会
尺
也
」
と

こ
と
わ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
『
仏
鬼
軍
』

の

五
仏
は
曼
茶
羅
の
五
仏
に
な
ぞ
ら
え

つ
つ
も
、
密
教
系
の
仏
を
薬

師
、
釈
迦
と
い
っ
た
馴
染
み
深
い
仏
に
換
え

、
大
将
と
し
て
活
躍

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
方
の
宝
生
だ
け

は
ほ
か
の
四
仏
に
比

べ
る
と
知
名
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
名
前
や
如
意
宝
珠
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を

も

つ
と

い
う

点

か

ら

、

さ

し

た

る

郎

等

春

属

を

も

た

な

い
が

、

宝

珠

と

い
う

宝

を

武

器

と

す

る

こ
と

に

よ

っ
て

「
始

に

は

お

こ
が

ま

し

く

見

へ
、

後

に

は

一
番

の
大

勢

に
ぞ

成

た

り

け

る

」

と

い
う

活

躍

の
場

を

与

え

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

い
ず

れ

に

せ

よ

、

『
仏

鬼

軍

』

に

お

い

て

は

両

界

曼

茶

羅

が

モ

チ

ー

フ

と

な

っ
て

お

り

、

仏

側

の
中

心

に
大

日

を

お

く

と

い
う

こ

と

が

一
つ
の
大

き

な
特

徴

と

な

っ
て

い

る

の

で
あ

る

。

四

結

ひ

京
都
十
念
寺

の
什
物
、

一
休
和
尚
自
画
自
賛
と
し
て
広
く
流
布

し
た

『
仏
鬼
軍
』
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
前
半
部
を
欠
い
て
い
る

た
め
、
物
語
の
全
容
は
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
京

大

印
哲
本
の
出
現
に
よ
り
、
阿
弥
陀
が
自
ら
地
獄
を
浄
土
と
す
る

こ
と
を
目
論
ん
で
戦
い
を
仕
掛
け
、
大
日
が
勅
定
を
下
し
て
戦
い

の
総
指
揮
を
と
る
こ
と
で
、
仏
と
鬼
と

の
軍

の
幕
開
け
と
な

っ

た

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
若
干
の
欠
落

の
可
能
性
も

考

え
ら
れ
る
と
は
い
え
、
物
語
と
し
て
は
筋
が
通

っ
た
こ
と
に
な

る
。仏
菩
薩
側
の
総
指
揮
を
と
る
の
が
大
日
で
あ
り
、
両
界
曼
茶
羅

が
作
品
全
体
の
構
成
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら

は

、
『
仏
鬼
軍
』
の
密
教
色

の
強
さ
が
再
確
認
さ
れ
た
。
十
念
寺

本
に
は

『
法
華
・経
』
や

『
成
唯
識
論
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
、

京
大
印
哲
本
に
よ
り
新
た
に
判
明
し
た
前
半
部
に
は

「
天
台
宗
」
、

「
華
厳
宗
」
、
「
真
言
宗
」
の
説
や

「
大

日
経
ノ
疏
」
な
ど
が
引

用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
密

教

一
色
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
密
教
的
な
要
素
は
全
編
に
わ
た

っ
て
濃
厚
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

出
典
を
記
さ
ず
に
仏
典
を
引
用
し
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
は
、

ま
だ
出
典
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
も
の
も
多

い
が
、
注
意
し
た
い

の
は
現
時
点
ま
で
に
禅
宗
の
語
録
の
よ
う
な
も
の
か
ら
の
引
用
は

確
認
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

『
狂
雲
集
』
に

つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら

『臨
済
録
』
な
ど

に
典
拠
を
も

つ
詩
句

が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る

三
五
)。

こ
う
い

っ
た
点
か
ら
も
、
以
前
か
ら
疑
問
視

さ
れ
て
き
た

一
休
作

説
は
ま
す
ま
す
疑
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う

。
『
仏
鬼
軍
』
は

一
休

に
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
片
玉
集
本
に
み
ら
れ
た
、
真
阿

を

『
仏
鬼
軍
』
成
立

に
関
わ
ら
せ
る
説
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
に
そ

の
信
懸
性
を
疑
わ
せ

る
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
京
大
印
哲
本
第
二
段
に
、
閻
魔
王

に
向
か

っ
て
獄
卒
が
、

近
來

ハ

一
念
彌
陀
佛
ノ
輩
ノ
地
獄

ニ
ハ
ヲ
チ
レ
リ
。
其
故

ハ
、

南
閻
浮
提

ニ
ア
シ
キ

ヘ
ン
ニ
入
テ
南
無
阿
彌
陀
佛
ト
唱
フ
レ

バ
、
イ
カ
ナ
ル
罪
業
ヲ
カ
シ
タ
ル
者

モ
罪

ニ
ナ
ラ
ズ
ト
テ
、

ワ
ザ
ト
愚
療
ナ
ル
男
女
尼
法
師
、

コ
ノ
如
ク
罪
ヲ
作
ル
。
法

門
正
教
ヲ
破
シ
、
蝕
ノ
佛
事
善
根
ヲ
申

留
ム
ル
事
、
以
外
ノ
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室 町 時 代物 語 『仏 鬼軍 』 に つ いて(本 井)

罪
業
深
重
ノ
事
ナ
リ
。

と
、
「
一
念
彌
陀
佛
ノ
輩
」
に
対
す
る
批
判
と
も
受
け
取
れ
る
よ

う
な
発
言
を
す
る
場
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。
両
界
曼
茶
羅
に
よ
る

構
成
の
下
で
は
、
阿
弥
陀
は
大
日
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
作
品
が
浄
土
宗

の
寺
院
の
周
辺
で

制
作
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
現
実
に

『
仏
鬼
軍
』
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
十
念
寺
側
か

ら

の
働
き
か
け
も
あ

っ
て
、
一
休
作
十
念
寺
蔵
と
い
う
名
の
下
に
、

次

々
に
、
し
か
も
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
広
範
に
享
受
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
当
の
十
念
寺
本
に
欠
け

て
い
る
部
分
を
有
す
る
京
大
印
哲
本
の
出
現
に
も

つ
な
が

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
仏
鬼
軍
』
は
自
ら
の
知
名
度
に
よ

っ
て
、
再
び
そ

の
全
容
を
世
に
顕
わ
し
た
の
で
あ
る
。

〈
注

〉引

用
に
際

し

て
は
、

私
に
句

読
点

・
返
り

点

・
濁
点

等
を
補

っ
た

箇
所

が
あ

る
。
割

注
は

(

v
で
、
引

用
者

注
は

(

)
で
括

っ
て
示

し
た

。

(
一
)
本
書

の
書

名

は
通
常

「
ブ

ッ
キ
グ

ン
」

と
音

読
さ

れ

る
が

、
近

世

の
版
本

に
は

「
ほ

と
け
お

に

い
く

さ
」

と

い
う

訓
読

を
並
記

す

る

も

の
も
あ
り
、

一
考
を
要
す

る
。

(
二
)
黒

川
眞

一

「
佛
鬼

軍

給
詞

」
(
『
國
華
』

一

一
九
、

明
治
三
十

二

年

)
、

白
畑

よ

し

「
仏
鬼

軍
絵

巻

に

つ
い
て
」

(
『
大

和
文

化
研

究
』

九
i

四
、
昭

和

三
十

九
年

)
、

同

「
仏
鬼

軍

」
解

説

(
奥
平

英

雄

編

『
御

伽
草

子
絵

巻
』
、

角
川

書
店

、

昭
和

五
十

七

年

)
、

『
室

町
時

代

物
語
大
成
』

一
一

(
横
山

重
、
松

本
隆
信
編

、
昭
和

五
十

八
年

)
等

。

な

お
、
最

近
飯

塚

大
展

氏

に
よ

る
訳

注

が
刊

行

さ

れ
た

(
『
一
休

和

尚
全
集
』

四

「
}
休
仮

名
法
語
集

」
、

春
秋
社
、

平
成

十

こ
年

)
。

(
三

)
実

際

に
調

査
す

る

こ
と
が

で
き
た

の
は
十

念
寺

本

(
京

都
国

立

博

物
館

寄
託

)
、

神

宮
文

庫

本
、

京
大

美

学
本

で
あ

る
。

片

玉
集

本

は
国
文

学
研
究
資
料

館
蔵

マ
イ
ク

ロ
資
料

に

よ

っ
た
。

(
四
)
元
禄

版
は

国
会

図
書

館
蔵

本

の
紙
焼

き

に
よ

っ
た
。

ち
な

み
に

『
国
書

総
目

録
』

で

は
元
禄

版
と

し
て
大

谷
大

学
蔵

本
を

挙
げ

て

い

る
が
、
現
物

を

見
る

と
天
保

五
年

再
刊

の
刊

記
が
削

ら

れ

て
い

る
も

の
で
、
実
際

は

天
保
版

と

し
て
採

る

ぺ
き
も

の

で
あ

る
。
文

政
版

は

京

都
大
学

附
属

図
書
館

谷
村

文
庫

蔵
本

、
国

文
学

研
究

資

料
館

蔵
本

を

閲
覧
、

国
文

学
研
究

資
料

館
蔵

マ
イ
ク

ロ
資

料

で
上
田

市
図

書
館

花

月
文
庫
蔵

本

、
東
京

芸
術

大
学

附
属

図
書

館

脇
本

文
庫

蔵
本

、
中

京

大
学

図
書
館

蔵
本

を
確

認
し

た
。

天
保
版

は

京
都

大
学

谷
村

文
庫

蔵
本

と
前
述

の
大

谷
大

学
蔵

本
を

閲
覧

、
国

文
学

研

究
資
料

館

蔵

マ

イ
ク

ロ
資
料

で
徳
島

県
立

図
書
館

森
文

庫
蔵

本
を

確

認

し
た
。

刊
年

不
明

の
も
の
に

つ
い
て
は
未

見
で
あ

る
。

(
五

)
白

畑
氏
前
掲

論
文
他

。

(
六
)
菱

川
清
春

は

『
大

日
本
書
査

名
家
大

鑑
』
伝
記

下
編

(
荒
木
矩

、

昭

和
五
十

年

)
に

よ

れ
ば

、

「
通

称

吉
左

衛

門
、

別

に
雪

艇

ま

た
廣

隆

と
号
す

。
京
都

の
人

、

よ
く
絵

草
紙

を
え

が

く
、

天
保

頃
」

と

あ

一17一



り

、
ま
た

『
浮
世
絵
事

典
』

(吉

田
暎

二
、

昭
和
四
十
六
年

)

の

「
菱

川

派
」

の
項

で
は

、
菱
川

派
と

は

い
え

な

い
が

菱
川
姓

を
名
乗

る

人

と
し

て
清
春

を
挙
げ

て

い
る
。

(
七
)
黒

川
氏
前
掲
論
文

。

(
八
)
『
新

修
京
都
叢

書
』

「
二
。

(
九
)
徳

島
県
立
図
書

館
森
文
庫
蔵

本
、
大

谷
大

学
蔵
本
な

ど
。

(
「
O
)
『
大
和

文
華

研
究
』

四

一

「
「
休

特
輯

」
(
大

和
文
華

館
、

昭

和
三
十

九
年

)
。

(
一

一
)
衛
藤
駿

「
一
休
宗
純

の
画
像

」
(
『
大

和
文
華
研
究
』

四

「
)
。

(
=

一
)
『
大

日
本

史
料
』

八
ー

=
二
、
文
明
十

三
年
十

一
月

二
十

一
日

条

所

載

の

『
東

海

[
休

和
尚

年
譜

』

(
真

珠
庵

蔵

本
)

に
よ

り
、

あ

わ

せ
て
今

泉
淑

夫

『
一
休

和
尚

年
譜

』

(
平

凡
社

、

平
成
十

年

)
を

参
照

し
た

。

(
=

二
)

衛
藤
氏
前
掲

論
文
。

(
一
四

)
真

阿
が

足

利
義
教

の
帰
依

を
受

け

て
十

念
寺

を
開

い
た
と

い

う

話

は

『
誓

願
寺

縁
起
』

や

『
都
名

所
図
会

拾
遺
』

な
ど

に
も

記
さ

れ
、

よ
く
知

ら
れ

て
い
た
も

の
の
よ
う

で
あ

る
。

(
一
五

)
飯

塚
氏

は
前
掲

書

の
解

題

で

「
元
禄
十

年
版
を
梓

行

し
た
十

念

寺
十

八
世

沢

了
は
、
十

念
寺
内

に
あ

っ
た

一
休

「
自
画

自
賛

の
仏

鬼

軍

」
が

人

に
知

ら
れ

る
こ
と

も
な
く

埋
も

れ
て

い
る

の
を

残
念

に

思

い
、

一
字

一
句

の
誤

り
も
な

く
版
行

し

た
と

い
う

。
私

は
、

こ
の

時

初

め
て

『
仏
鬼

軍
』

と

―
休
が
結

び

つ
い
た

の
で
は
な

い
か
と
推

定

す

る
L

と
、

こ

の

一
休

作
説
が

沢

了
に
よ

り
唱
え

ら
れ
始

め

た
と

さ
れ
る
。

ま
た

片
玉
集

本

の
讃

に

つ
い

て
も
、

「
『
一
休

咄

』
刊

行

以

後
、
よ
り

一
層
高

ま

っ
た

一
休

の
人

気
に
便

乗

し
た
も

の
と

い
え

る
」

と
述

べ
て
お

ら
れ
る
。

(
一
六
)
藤
井
隆

氏
に
よ

る
。

(
一
七
)
『
弘
文
荘
敬
愛

書
図
録
』

(
昭

和
五
十
七
年

)。

(
一
八
)
京

都
大

学
附
属

図
書

館
創

立
百

周
年

記
念

公

開
展

示
会

「
お

伽
草
子
i

物
語
の
玉
手
箱
ー

」
(
平
成
十

}
年
十

}
月
二
十
四

日
～
十

二
月
七

日
)

の
図
録

に
、
「
京

都
大
学

所
蔵
お

伽
草

子
目
録

」

を
掲
載

す

る
こ
と

に
な
り

、

そ
の
た

め

の
悉
皆

調
査

が
行

わ

れ
た

。

(
一
九

)
『
御
伽
草

子

の
世
界

』

(奈

良
絵

本

国
際

研
究

会
編

、

昭

和
五

十
七
年

)
所
収
。

(
二
〇
)
飯

塚
氏

は
前

掲
書

の
解
題

の
中

で
京
大

印
哲

本

の
奥

書

を
引

用

し
て
お

ら
れ

る
が
、
内

容
等

に

つ
い

て
は
触

れ

て
お

ら

れ
な

い
。

(
一
=

)
前
掲

展
示
会

の
図
録
所
載

「
京

都
大
学

所
蔵

お
伽
草

子
目
録

」

(
書
誌

調
査
は
京
都

大
学
附
属

図
書
館
古

川

千
佳
氏

)
に

よ
る
。

(
二
二
)
『
日
本

古
典
文

学
大
辞
典
』

「
焔

魔

王
物

語
」

の
項

で
、
「
宝
生

如
来

、
大

日

心
王
等

、
『
仏

鬼

軍
』

以
来
、

密

教

色

も

み
ら

れ

る
」

と
指
摘
さ

れ
る
。

(
二
三
)
胎

蔵
界

曼
茶

羅
は

『
大

日
経
』

に

基
づ

い
て
描

か

れ
る

が
、

こ

の
五

仏

の
配
置
な

ど

は

『
仏
鬼

軍
』

本

文

に
も

引
用

さ

れ
る

『
大

毘
盧
遮

那
成
仏
経
疏
』

四
な
ど

に
も
記

さ
れ

る
。

次

於
二
四
方

八
葉
之

上

一。
観

二
四
方

佛

一。

東
方
観

二
賓

憧
如

来

一。

…
…

南
方

観
二
娑

羅
樹

王
花

開
敷

佛

一。

…

…
次

於

北

方
観

二
不
動
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佛

町
。
…
…
次
於

観
西
方
こ
無
量

壽
佛

―。

此
如

來
方
便
智

。

(
大
正
新
修
大
蔵

経
)

(
二
四

)
金
剛

界
曼
茶
羅
は

『
金
剛
頂

経
』
に
基
づ

い
て
描

か
れ
る
が
、

五

仏
や
五
智

の
配
当
な

ど
は

『
仏
鬼
軍
』
本

文
に
も
引

用
さ
れ
る

『
金

剛
頂
喩
伽

中
登
阿
縛
多

羅
三
貌
三
菩
提

心
論
』
な
ど
に
も
記
さ

れ
る
。

五
方
佛
位

。
各
表

二

智

一。
東

方
阿
閾
佛

。
因
レ
成
二
大
圓
鏡

智

一。

亦
名

こ
金
剛
智

也

隔
。
南
方
賓

生
佛

。
由
・
成

二
平
等
性
智

一。
亦

名
二

灌
頂

智

}也
。

西
方

阿
彌

陀
佛

。
由

・
成

二
妙

観
察

智

一。

亦
名

二
蓮

華
智

一。

亦
名

二
轄
法

輪
智

一也

。
北

方
不

空
成

就
佛

。
由

・
成

二
成

所
作
智

「。
亦
名

二
掲
磨
智

―也
。
中
方
佛

。
由
成
二
法
界
智

―為
本
。

已
上
四
佛
智
出

二
生
四
波

羅
蜜
菩
薩

―
焉
。

(大

正
新
修
大
蔵
経

)

(
二
五

)
平
野

宗
浄

『
狂
雲
集

全
釈
』

(
昭
和
五
十

一
年
)
等
。

〈
付

記
v

・
本
誌

規
定

に
従

い
、
京
大

印
哲
本

の
翻

刻

紹
介
は
割
愛

さ

せ
て

い

た
だ

き

ま
し

た
。

影
印

・
翻
刻

は

『
京

都
大

学
蔵

む

う
ま

ち
も

の
が

た
り
』

第

二
巻

(
京
都
大

学
文

学
部

国
語

学

国
文
学

研
究

室

編
、

臨
川

書
店
刊

)

に
収

録
を

予
定

し

て
お
り

ま
す

。
あ

わ

せ

て

ご
参

照
い
た
だ

け
ま
し
た

ら
幸

い
に
存

じ
ま
す

。

・
本
稿

は
関
西

軍
記

物
語

研
究
会
第

三

十

八
回
例

会

(
二
〇
〇

〇
年

四
月
十
六
日

於
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
)
で
の
口
頭
発
表
に

基
づ
く
も
の
で
す
。
席
上
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
諸

先
生
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・
京
大
印
哲
本
発
見
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
創
立
百
周
年
記
念
公

開
展
示
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
調
査
の
結
果
で
あ

る
こ
と
を
特

記
し
、
深
謝

い
た
し

ま
す
。

・
資
料

の
閲
覧

に
あ

た
り
、

味
方

健
先

生
、
十

念
寺

君

野
諦

賢
氏

、

京

都
国
立

博
物
館

若
杉

準
治

氏
、
神

宮
文

庫

に
ご
高

配
を

賜
り

ま

し
た
。
記

し
て
お
礼
申

し
あ
げ
ま

す
。

(
も
と

い

ま
き

こ

・
博
士
後

期
課
程

)
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